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武
田　

由
希

近
世
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
橘
守
部
は
、
そ
の
研
究
の
独
自
性
に
お
い
て
知
ら
れ
る
。
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
な
ど
の
流
れ
に

よ
ら
な
い
そ
の
解
釈
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
は
歌
謡
・
歌
格
の
研
究
と
し
て
結
実
さ
れ
た
が
、
未
完
の
著
作
が
多
く
、
研
究
上
も

問
題
が
残
る
。

今
回
取
り
扱
う
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
『
萬
葉
集
竊
考
』
は
、
吉
海
直
人
氏
に
よ
っ
て
『
萬
葉
集
檜
抓
手
遺
稿
』（『
同
志

社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
〇
二
年
三
月
号
、
翻
刻
：
前
川
千
里
、
解
題
：
吉
海
直
人
）
内
で
そ
の
存
在
が
紹

介
さ
れ
『
萬
葉
集
檜
嬬
手
』
と
の
関
連
を
示
さ
れ
て
い
た
が
、
未
翻
刻
か
つ
研
究
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
本
論

文
に
先
立
ち
、「
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
本
『
萬
葉
集
竊
考
』
翻
刻
・
解
題
」（『
国
文
学
論
考
』
二
〇
一
六
年
、
三
月
）
で
そ

の
翻
刻
を
発
表
し
た
。
今
回
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
が
、
特
に
特
徴
的
な
外
形
面
と
内
容
の
関
連
、
他
の
著
作
と

の
比
較
、
と
い
う
二
点
か
ら
新
出
資
料
『
萬
葉
集
竊
考
』
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

『
萬
葉
集
竊
考
』
の
研
究

―
―
外
形
的
特
徴
と
周
辺
作
品
と
の
関
連
か
ら
―
―
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本
論
文
で
使
用
す
る
資
料
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
略
称
を
示
し
、
以
降
そ
の
略
称
を
も
っ
て
示
す
。

•　
『
萬
葉
集
竊
考
』（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
所
蔵
、「『
萬
葉
集
竊
考
』
の
翻
刻
・
解
題
『
国
文
学
論
考
』
二
〇
一
六
年
三
月
、

武
田
由
希
）
以
下
、『
竊
考
』。
な
お
、
当
該
翻
刻
に
お
い
て
は
資
料
の
形
状
が
特
殊
で
、
丁
数
や
行
数
で
の
表
記
が
困
難
な

た
め
、整
理
の
目
的
で
注
釈
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
て
あ
る
。
本
論
文
で
使
用
す
る
〈
通
し
番
号
〉
も
こ
れ
と
対
応
す
る
。

•　
『
萬
葉
集
檜
抓
手
遺
稿
』（『
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
〇
二
年
三
月
号
、
翻
刻
：
前
川
千
里
、
解
題
：

吉
海
直
人
）
以
下
、『
遺
稿
』。

•　
『
万
葉
集
檜
嬬
手
』（『
新
訂
増
補
橘
守
部
全
集　

第
四
巻
』（
一
九
三
五
年
、
橘
純
一
編
、
東
京
美
術
）
以
下
、『
檜
嬬
手
』。

•　
『
萬
葉
集
総
索
引　

単
語
編
』（
一
九
七
四
年
、
正
宗
敦
夫
編
、
平
凡
社
）
以
下
、『
総
索
引
』

•　
『
校
本
萬
葉
集
』（
一
九
三
一
年
、
佐
々
木
信
綱
編
、
岩
波
書
店
）
以
下
、『
校
本
』

•　
『
万
葉
集
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

巻
６
〜
９
』（
一
九
九
四
年
、
小
島
憲
之
ら
校
注
小
学
館
））
以
下
、『
新
全
集
』

•　
『
新
編　

国
歌
大
観
』
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
）
以
下
、『
国
歌
大
観
』
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一
、
外
形
的
特
徴
と
内
容
の
関
連

詳
し
い
書
誌
は
『
竊
考
』
の
翻
刻
・
解
題
に
記
し
た
が
、
外
形
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
こ
の
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
本

文
料
紙
に
ほ
と
ん
ど
文
字
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、一
つ
一
つ
の
論
が
書
か
れ
た
短
冊
状
の
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

一
般
的
な
書
物
で
は
本
文
料
紙
に
直
接
内
容
を
書
く
が
、
守
部
は
反
故
紙
な
ど
に
自
論
を
記
し
、
そ
れ
ら
を
歌
ご
と
に
裁
断
、
巻

ご
と
に
再
配
列
し
て
貼
り
付
け
て
い
る
。

貼
り
紙
の
種
類
は
、
大
別
し
て
次
の
四
種
類
で
あ
っ
た
。

•　

甲
紙
：
縦
約
22.5
セ
ン
チ
、
鳥
の
子
紙
か
。
裏
面
に
は
黒
だ
け
で
な
く
、
朱
や
青
な
ど
の
文
字
が
横
方
向
に
見
え
る
反
故
紙
。

横
幅
は
紙
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
隣
り
合
う
も
の
と
切
断
面
が
合
致
す
る
も
の
も
あ
る
。
文
字
の
上
か
ら
切
ら
れ
て

い
る
部
分
が
あ
り
、
あ
る
程
度
の
数
の
論
を
ま
と
め
て
書
い
た
よ
う
だ
。

•　

乙
紙
：
縦
約
17.2
セ
ン
チ
、
雲
母
紙
、
墨
は
紺
に
近
い
青
色
を
使
用
。
少
し
厚
め
の
楮
紙
か
。
他
の
紙
と
違
い
、
行
間
・
文
字

間
な
ど
に
大
き
く
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
お
り
、
字
自
体
も
少
し
丁
寧
。

•　

丙
紙
：
縦
約
21.5
セ
ン
チ
、
薄
め
の
楮
か
。
表
面
は
叩
い
た
よ
う
な
光
沢
が
あ
り
、
紙
は
他
の
も
の
に
比
べ
非
常
に
薄
い
。
書

か
れ
て
い
る
文
字
も
、
乙
紙
同
様
行
間
・
文
字
間
に
考
慮
し
て
お
り
、
清
書
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
つ
。
16
丁
表
〜
17
丁
裏

に
か
け
て
貼
ら
れ
、
表
裏
を
ま
た
い
で
貼
ら
れ
て
い
る
唯
一
の
例
。

•　

丁
紙
：
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
紙
。
楮
か
。
横
だ
け
で
な
く
縦
も
幅
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
文
字
の
分
量
に
合
わ
せ
て
切

ら
れ
て
い
る
。



学習院大学人文科学論集ⅩⅩⅤ（2016）

64

次
の
表
は
、
目
視
・
手
触
り
で
確
認
で
き
る
限
り
紙
の
種
類
と
通
し
番
号
を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
不
明
な
も
の
は
空
白

と
し
て
あ
る
。

表
1巻

数

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

紙
番
号

〈1〉
〈2〉
〈3〉
〈4〉
〈5〉
〈6〉
〈7〉
〈8〉
〈9〉
〈10〉
〈11〉
〈12〉
〈13〉
〈14〉
〈15〉
〈16〉
〈17〉
〈18〉
〈19〉
〈20〉
〈21〉
〈22〉
〈23〉
〈24〉

〈25〉

紙

甲
甲
甲
甲
甲
甲
乙
甲
甲
甲
甲

甲
甲

丁
丁

丁
丁
乙

丁

巻
数

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

紙
番
号

〈26〉
〈27〉
〈28〉
〈29〉
〈30〉
〈31〉
〈32〉
〈33〉
〈34〉
〈35〉
〈36〉
〈37〉
〈38〉
〈39〉
〈40〉
〈41〉
〈42〉
〈43〉
〈44〉
〈45〉
〈46〉
〈47〉
〈48〉
〈49〉
〈50〉
〈51〉
〈52〉

紙

丁
乙
丁
丁

丁
甲
甲
丁

丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
甲
丁
丁
丁
丁
甲
丁
丁

巻
数

巻
十

巻
十
一

巻
十
二

紙
番
号

〈53〉
〈54〉
〈55〉
〈56〉
〈57〉
〈58〉
〈59〉
〈60〉
〈61〉
〈62〉
〈63〉
〈64〉
〈65〉
〈66〉
〈67〉
〈68〉
〈69〉
〈70〉
〈71〉
〈72〉
〈73〉
〈74〉
〈75〉
〈76〉
〈77〉
〈78〉
〈79〉

紙

丁
甲
丁
甲
甲
丁
丁
丁
甲
丁
甲
甲
甲
甲
甲

甲

甲
甲

丁
丁
丁
丁
丁

巻
数

巻
十
三

巻
十
四

紙
番
号

〈80〉
〈81〉
〈82〉
〈83〉
〈84〉
〈85〉
〈86〉
〈87〉
〈88〉
〈89〉
〈90〉
〈91〉
〈92〉
〈93〉
〈94〉
〈95〉
〈96〉
〈97〉
〈98〉
〈99〉
〈100〉
〈101〉
〈102〉
〈103〉
〈104〉
〈105〉
〈106〉
〈107〉

紙

丁
甲
丙
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
甲
丁
丁
丁

甲
丁
丁
丁
丁

巻
数

巻
十
四

巻
十
五

巻
十
九

巻
二
〇

紙
番
号

〈108〉
〈109〉
〈110〉
〈111〉
〈112〉
〈113〉
〈114〉
〈115〉
〈116〉
〈117〉
〈118〉
〈119〉
〈120〉
〈121〉
〈122〉
〈123〉
〈124〉
〈125〉
〈126〉
〈127〉
〈128〉

紙

丁
丁
丁
丁
丁
乙
乙
乙
甲
乙
乙
甲
甲
甲
甲
甲
乙
甲
乙
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こ
の
紙
の
種
類
に
注
釈
内
容
を
対
応
さ
せ
て
ま
と
め
た
も
の
が
資
料
１
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
表
２

で
あ
る
。

表
2計

53
24
21
14
7
4
14
137

不明

7
1
7
1

2
18

丁

40
12
1
1
2

4
60

丙

1
1

乙

4
3
2
1

1
10

甲

2
8
10
11
5
4
6
45

内容
地名
語釈
訓
誤字
解釈
誤注指摘
その他

表
に
網
掛
け
を
付
し
た
部
分
は
、
他
の
紙
と
数
の
差
が
と
く
に
目
立
つ
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
内
容
と
紙
の
種
類
に

は
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
丁
紙
に
地
名
、
甲
紙
に
誤
字
・
訓
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
内

容
・
分
量
を
同
一
の
紙
に
ま
と
め
て
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
内
容
ご
と
に
注
を
整
理
し
た
上
で
判
明
し
た
こ
と
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
る
。

※うち、二つの注を含むもの７紙、三つの注を含むもの
１紙で計８紙、注がひとつのものが120紙で全128紙。
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•

地
名
、
語
釈

表
3総枚数

18

10

6

4

4

3

2

2

3

1

1

54

不明

1

1

1

1

1

1

1

8

丁

17

10

5

3

4

1

40

乙

3

1

1

5

甲

1

1

2

巻
十
四
九
十
二
七

十
十
五
六
十
一
二
〇
三

八

先
述
の
通
り
、
地
名
解
釈
に
は
丁
紙
が
主
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
巻
七
、
巻
九
、
巻
十
、
巻
十
二
、
巻

十
四
の
地
名
解
釈
に
つ
い
て
は
そ
の
殆
ど
が
丁
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
反
対
に
甲
紙
に
書
か
れ
た
地
名
解
釈
は
非
常
に
少
な
い
。

ま
た
、
特
に
注
釈
数
が
多
い
の
が
巻
九
、
巻
十
四
で
あ
る
。
巻
十
四
は
東
歌
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
歌
中
で
の
地
名
使
用
率
も
高

い
た
め
地
名
解
釈
が
多
い
こ
と
も
頷
け
る
。
し
か
し
、
巻
九
は
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
が
収
録
さ
れ
三
大
部
立
が
守
ら
れ
た
巻
で
あ

り
、
巻
十
四
の
よ
う
に
地
名
に
関
す
る
記
述
に
特
徴
の
あ
る
巻
で
は
な
い
た
め
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
地
名
解
釈
が
多
い
の
か
疑
問

が
あ
る
。
該
当
部
分
の
歌
を
見
て
み
る
と
次
の
八
首
で
あ
っ
た
。

·　

一七〇四　

献
舎
人
皇
子
歌
二
首

·　

一七一七　

春
日
歌
一
首
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·　

一七三八　

詠
上
総
末
珠
名
娘
子
一
首　

并
短
歌 

 
 

【
長
歌
】

·　

一七四〇　

詠
水
江
浦
島
子
一
首　

并
短
歌

·　

一七四六　

手
綱
浜
歌
一
首 

 
 

 
 

【
長
歌
】

·　

一七五七　

登
筑
波
山
歌
一
首　

并
短
歌
（
地
名
注
三
か
所
を
含
む
）

·　

一八〇一、一八〇二　

過
葦
屋
処
女
墓
時
作
歌
一
首
、
反
歌 

 

【
長
歌
】  

（
詞
書
は
『
新
全
集
』
よ
り
引
用
）

こ
の
う
ち
、
一七三八番
歌
、
一七四六番
歌
、
一八〇一番
歌
、
一八〇二番
歌
に
つ
い
て
は
地
名
に
関
す
る
注
で
あ
る
と
と
も
に
、
伝
承
に
関

わ
る
歌
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
長
歌
（
と
そ
の
反
歌
）
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
巻
九
で
地
名
が
載
る
部
分
は
こ
れ
ら
の
伝

承
歌
以
外
に
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
名
に
つ
い
て
は
解
説
せ
ず
「
伝
承
に
関
わ
る
」
長
歌
に
の
み
注
釈
を
加
え
て
い
る
点

に
守
部
の
興
味
の
対
象
が
表
さ
れ
て
い
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
歌
は
一六八七〜
一七二五番
歌
が
『
柿
本
人
麻
呂
歌

集
』、
一七二八〜
一七六〇番
歌
が
『
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
』
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
左
注
の
対
応
範
囲
な
ど
か
ら
、
ど
こ

ま
で
が
こ
れ
ら
個
人
歌
集
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
が
、
当
該
部
分
に
集
め
ら
れ
た
歌
に
個
人
歌

集
か
ら
の
引
用
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
今
回
問
題
と
し
た
歌
群
も
、
こ
れ
ら
『
人
麻
呂
歌
集
』『
虫
麻
呂
歌
集
』

か
ら
採
ら
れ
た
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
巻
九
の
地
名
解
釈
に
つ
い
て
は
守
部
の
「
個
人
歌
集
」「
地
名
」「
伝
承
歌
」
に
対
す

る
興
味
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

語
釈
解
説
は
、
語
釈
二
十
三
例
の
う
ち
二
十
例
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
名
詞
で
あ
る
。
地
名
も
幅
広
い
意
味
で
言
え
ば
名
詞
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
す
る
と
計
七
十
三
例
、
全
体
の
半
数
以
上
が
名
詞
に
関
す
る
注
釈
と
な
る
。
ま
た
、
と
く
に
崖
を
表
す

語
で
あ
る
「
ま
ま
」
に
つ
い
て

〈84〉
、

〈85〉
と

〈89〉
、

〈90〉
で
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
巻
十
四
の
歌
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
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歌
ご
と
に
注
を
加
え
た
た
め
だ
け
で
な
く
、
そ
の
注
釈
量
の
差
や
両
方
の
注
が
残
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
書
か
れ
た
時
期
が
異
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
く
は
、
短
冊
の
貼
り
込
み
を
行
う
際
に
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
証
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

•

訓訓
に
つ
い
て
は
、
論
拠
を
示
し
た
解
説
が
二
十
例
中
八
例
で
あ
り
、
次
の
表
４
に
論
拠
を
提
示
し
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
た
。

表
4番

号

和
歌
番
号

内
容

引
用

〈1〉

二

訓
（
お
も
し
ろ
し
）

巻
一 

十六番
歌

巻
四 

七四六番
歌

巻
七 

一〇八一番
歌

〈7〉

訓
（
ゆ
え
）

白
氏
文
集

〈13〉

一五六

訓
（
か
み
の
か
み
す
ぎ
）

考
（『
万
葉
考
』）

巻
十
四 

二二二八番
歌（
↓
①
）

〈17〉

四〇五

訓
（
か
み
は
し
る
と
も
）

或
る
人
（『
槻
落
葉
』）

訓
（
ま
た
し
か
に
）

巻
十 

一八一七番
歌
（
↓
②
）

〈50〉

一七八三

訓
（
ま
つ
と
い
は
め
も
）

本
朝
文
粋

〈53〉

一八一七

訓
（
い
ひ
し
か
も
）

巻
三 
四〇五番
歌
（
↓
②
）

〈62〉

二二二八

訓
（
お
ゝ
り
を
）

略
（『
万
葉
集
略
解
』）

巻
一 

一五六番
歌
（
↓
①
）

〈66〉

二五〇四

訓（
う
き
く
さ
の
う
き
て
も
わ
れ
は
）
六
帖
（『
古
今
和
歌
六
帖
』）
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そ
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
四
点
に
つ
い
て
は
巻
一
・
一五八番
歌
と
巻
十
四
・
二二二八番
歌
、
巻
三
・
四〇五番
歌
と
巻
十
・
一八一七番

歌
で
お
互
い
に
お
互
い
を
根
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

資
料
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
に
関
し
て
は
、
略
称
か
ら
わ
か
る
も
の
は
そ
の
書
名
を
、
万
葉
集
か
ら
の
引
用
に

は『
校
本
』か
ら
一
致
す
る
記
述
を
調
べ
か
っ
こ
内
に
表
記
し
た
。
巻
数
表
記
の
あ
る
も
の
は『
万
葉
集
』よ
り
引
用（『
国
歌
大
観
』

に
よ
る
）。
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
資
料
は
以
下
の
通
り
。

·　
『
白
氏
文
集
』（
白
居
易
、
八
二
四
年
）

·　
『
本
朝
文
粋
』（
藤
原
明
衡
撰
、
一
〇
五
八
〜
一
〇
六
五
頃
成
立
）

·　
『
万
葉
考
』（
賀
茂
真
淵
、
一
七
六
八
〜
一
八
三
五
刊
）

·　
『
万
葉
集
略
解
』（
橘
千
蔭
、
一
七
九
六
〜
一
八
一
二
刊
）

·　
『
槻
落
葉
』（
荒
木
田
久
老
、
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
頃
成
立
）

·　
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
選
者
未
詳
、
九
七
〇
年
ご
ろ
）

お
互
い
を
論
拠
と
す
る
①
・
②
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
を
行
う
。

ま
ず
①
は
「
已
具
耳
」
を
「
す
で
に
ぐ
す
る
の
み
」
と
読
む
戯
書
と
し
、
直
前
語
句
の
繰
り
返
し
だ
と
し
て
「
ス
ギ
」
と
よ
む

と
い
う
注
、「
乎
再
」
の
「
再
」
字
を
同
じ
字
を
再
び
繰
り
返
す
と
い
う
意
味
の
戯
書
と
し
て
「
オ
ゝ
」
と
よ
む
と
す
る
注
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
守
部
の
論
で
は
と
も
に
戯
書
で
あ
り
、
同
等
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
字
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
単
に

戯
書
と
い
う
だ
け
で
論
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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②
は
、
訓
の
提
示
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
の
歌
の
字
音
が
決
定
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ら
論
と
し
て
成
立
す
る
が
こ
こ
で
は
、
ど

ち
ら
も
字
音
を
正
確
に
決
定
で
き
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
訓
は
万
葉
集
の
注
釈
に
お
い
て
独
自
性
を
打
ち
出
せ
る
部
分
で
あ

り
、
と
く
に
読
み
が
確
定
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
守
部
自
身
が
任
意
に
訓
を
指
定
で
き
る
た
め
、
こ
ち
ら
も
論
拠
と
し
て

は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
互
い
に
自
説
を
論
拠
と
す
る
循
環
論
法
で
あ
る
こ
と
も
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
に
つ
い
て
は
内

容
と
し
て
の
問
題
が
あ
る
。

•

そ
の
他

守
部
の
注
釈
は
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
歌
格
」
に
関
す
る
研
究
が
特
に
評
価
さ
れ
る
が
、
本
資
料
中
で
歌
格
に

つ
い
て
言
及
し
た
と
み
ら
れ
る
部
分
は
わ
ず
か
一
か
所
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
対
象
と
す
る
歌
が
ど
こ
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
不

明
な

〈29〉
の
一
例
の
み
で
あ
る
（
詳
し
く
は
二
節
）。
ま
た
、
解
説
の
内
容
を
単
純
に
分
類
で
き
な
い
部
分
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
研
究
す
べ
き
部
分
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
、
関
連
資
料
と
の
対
校

1
）
影
月
堂
文
庫
本
『
万
葉
集
檜
抓
手
遺
稿
』
と
の
対
校

『
万
葉
集
檜
抓
手
遺
稿
』
は
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
『
竊
考
』
の
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
吉
海
氏
も
述
べ
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、『
遺
稿
』
に
は
誤
写
や
脱
落
、
衍
字
が
認
め
ら
れ
る
部
分
が
非
常
に
多
い
。
以
下
、
三
点
に
分
け
て
本
文
の

誤
り
に
つ
い
て
示
す
が
、
誤
脱
が
全
体
に
渡
り
そ
の
数
も
多
い
た
め
、
大
幅
な
欠
落
や
、
誤
脱
な
ど
に
よ
り
文
意
に
変
更
が
見
ら
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れ
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
示
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
清
書
段
階
で
削
除
、
補
入
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
ミ
セ
ゲ
チ
等
に
関
わ
る
部

分
は
省
略
し
た
。
表
記
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

•　
〈
通
し
番
号
〉
行
数
：『
竊
考
』
本
文
記
述
↓
『
遺
稿
』
本
文
記
述
（『
遺
稿
』
丁
数
、
行
数
）

ま
た
、
誤
字
・
脱
字
・
衍
字
に
は
傍
線
を
付
す
こ
と
と
し
、
原
文
の
ル
ビ
等
が
誤
脱
・
衍
字
と
関
連
の
な
い
場
合
省
略
し
た
。

表
記
が
難
し
い
場
合
は
《
》
内
に
説
明
を
記
し
た
。
濁
点
の
有
無
、
ひ
ら
が
な
カ
タ
カ
ナ
の
別
、
異
体
字
の
表
記
ゆ
れ
に
つ
い
て

は
、
解
釈
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
と
判
断
し
た
た
め
記
述
し
な
い
。
ま
た
、
特
に
注
記
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は

※
の
後
に
記
し
た
。

1　

誤
字
と
認
め
ら
れ
、
問
題
の
生
じ
る
部
分

〈3〉
五
行
目
：
久
し
く
し
ら
し
む
る
神
↓
久
し
く
し
ら
し
く
る
神
（
二
オ
六
行
目
）

〈8〉
一
行
目
：
大
宝
元
年
辛

秋
↓
大
宝
元
年
辛
巳
秋
（
三
オ
三
行
目
）

〈9〉
三
行
目
：
其
所
由
な
か
る
也
↓
其
所
由
あ
る
事
也
（
四
オ
五
行
目
）

〈11〉
二
行
目
：
葦
末
の
事
の
み
な
ら
ん
に
↓
葦
末
の
乃
の
み
な
ら
ん
に
（
四
オ
十
行
目
）

〈11〉
四
行
目
：
ア
シ
カ
ヒ
ノ
↓
ア
シ
ハ
ヒ
ノ
（
四
ウ
二
行
目
）

〈13〉
三
行
目
：
ま
き
十
四
十
八
丁
右
↓
巻
十
四
丁
右
八
丁
（
四
ウ
八
行
目
）

〈24〉
六
行
目
：
別
考
あ
り
↓
前
考
あ
り
（
八
オ
三
行
目
）
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〈26〉
一
行
目
：
六

十
六
丁
オ

↓
六
丁
オ
（
八
ウ
二
行
目
）

〈31〉
五
行
目
：
清
き
ア
リ
メ
↓
清
き
ア
リ
フ
（
十
オ
四
行
目
）

〈33〉
二
行
目
：
心
の
し
み
こ
み
た
る
を
心
か
け
た
る
母
に
た
と
へ
た
る
↓
心
の
し
み
ら
み
た
る
女
に
た
と
へ
た
る（
十
ウ
七
行
目
）

〈35〉
一
行
目
：
次
完
也
者
↓
江
林
宍
也
物
（
十
一
オ
四
行
目
）

〈54〉
八
行
目
：
紫
之
根
延
ハ
横
と
云
へ
↓
紫
之
根
延
ハ
根
ト
（
十
五
ウ
三
行
目
）

〈58〉
二
行
目
：
詠
花
三
十
四
首
↓
詠
花
の
十
四
首
（
十
六
オ
八
行
目
）

〈60〉
二
行
目
：
夏
身
郷
ア
リ
夏
身
↓

身
郷
ア
リ

身
（
十
六
ウ
七
行
目
）

〈63〉
二
行
目
：
こ
へ
き
く
頃
咲
花
↓
声
き
く
比
咲
花
（
十
七
ウ
十
行
目
）

〈75〉
二
行
目
：
凡
方
↓
九
方
（
十
九
オ
六
行
目
）

〈78〉
二
行
目
：
往
昔
↓
徃
昔
（
二
十
行
ウ
四
行
目
）

〈82〉
四
行
目
：
ゆ
か
ざ
り
け
る
↓
ゆ
り
ざ
り
け
る
（
二
十
一
ウ
八
行
目
）

〈88〉
二
行
目
：
カ
ホ
ヤ
ガ
ヌ
マ
ノ
↓
カ
ホ
ヤ
ガ
ス
マ
ノ
（
二
十
三
ウ
九
行
目
）

〈31〉
四
行
目
：
饗
ス
ル
ヲ
↓
食
ス
ル
ヲ
（
二
十
五
オ
五
丁
目
）

〈128〉
二
行
目
：
三
白

シ
一 

↓
三
白
一
《
返
り
点
が
普
通
の
文
字
に
》（
三
十
五
オ
三
行
目
）

2　

脱
字
と
認
め
ら
れ
、
問
題
の
生
じ
る
部
分

〈1〉
二
行
目
：
籠
字
元
暦
校
本
に
作
↓
籠
元
暦
校
本
作
（
一
オ
三
行
目
）

〈60〉
一
行
目
：
エ
ク
ル
シ
ト
↓
エ
ク
シ
ト
（
十
六
ウ
五
行
目
）
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〈69〉
二
行
目
：
駿
河
↓
河
（
十
八
オ
六
行
目
）

〈73〉
《
短
冊
一
枚
分
全
文
欠
如
》

〈94〉
四
行
目
：
佐
久
群
小
県
至
郡
更
科
郡
↓
佐
久
群
更
科
郡
（
二
十
六
オ
二
行
目
）

〈122〉
四
行
目
：
成
来
レ
ト
モ
モ
ト
野
守
↓
成
来
レ
ト
モ
野
守
（
三
十
二
ウ
七
行
目
）

〈125〉
一
、二
行
目
：《
和
歌
引
用
、
丁
数
表
記
全
削
除
》（
三
十
四
オ
一
行
目
）

3　

衍
字
と
認
め
ら
れ
、
問
題
の
生
じ
る
部
分

〈2〉
一
行
目
：
同
八
丁
左　

歌
↓
同
八
丁

左
長
哥
（
一
ウ
四
行
目
）

〈3〉
一
行
目
：
鳴
鏑
↓
鳴
鏑
奈
（
一
ウ
六
行
目
）

〈30〉
一
行
目
：
す
み
の
え
の
な
こ
の
濱
↓
す
み
の
え
の
な
こ
の
濱
十
三
ウ
（
九
オ
八
行
目
）

 

※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
に
追
加
さ
れ
て
お
り
、『
宝
永
本
』『
古
活
字
』
の
該
当
歌
掲
載
丁
と
合
致

〈56〉
一
行
目
：
水
陰
草
↓
廿
六
丁
ウ
水
陰
草
（
十
五
ウ
八
行
目
）

 

※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
に
追
加
さ
れ
て
お
り
、『
宝
永
本
』『
古
活
字
』
の
該
当
歌
掲
載
丁
と
合
致

〈59〉
一
行
目
：
吉
名
張
能
浪
柴
乃
野
↓
吉
名
張
能
浪
柴
乃
野
吉
名
張
緋
身
之
上
爾
（
十
六
ウ
四
行
目
）

 

※
2207
番
歌

〈71〉
一
行
目
：
鳴
島
之
↓
三
十
七
丁
オ
島
山
也
（
十
八
ウ
三
行
目
）

 

※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
へ
の
追
加
、
こ
ち
ら
は
依
拠
本
文
該
当
歌
掲
載
丁
と
合
致
し
な
い
（『
宝
永
本
』、『
古
活
字
』

で
は
36
丁
オ
）
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〈80〉
一
行
目
：
十
四
丁
オ
↓
四
丁
オ　

十
四
丁
オ

 

※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
に
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、『
宝
永
本
』『
古
活
字
』
の
該
当
歌
掲
載
丁
と
は
合
致

〈88〉
一
行
目
：
い
り
ま
ぢ
の
↓
八
丁
ウ
い
り
ま
ぢ
の
（
二
十
三
ウ
八
行
目
）

 
※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
へ
の
追
加
で
あ
り
、
該
当
歌
は
『
宝
永
本
』
で
は
八
丁
オ
、『
古
活
字
』
八
丁
ウ
で
あ
り
『
宝

 
永
本
』
と
合
致

〈110〉
三
行
目
：
安
達
太
良
↓
安
達
太
郎
良
（
二
十
九
オ
八
行
目
）

〈118〉
三
行
目
：
す
え
の
た
ね
か
ら
↓
す
ゑ
の
た
ね
か
ら
丗
五
下
ウ
（
三
十
一
オ
九
行
目
）

 

※
丁
数
表
記
の
な
い
部
分
に
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
依
拠
本
文
と
み
ら
れ
る
『
宝
永
本
』
は
三
十
五
丁
ウ
、『
古
活
字
』

 

は
三
十
六
丁
ウ

〈120〉
一
行
目
：
三
十
三
↓
十
三
（
三
十
一
ウ
七
行
目
）

 

※
こ
の
丁
数
表
記
の
訂
正
に
よ
っ
て
『
宝
永
本
』、『
古
活
字
』
の
丁
数
と
合
致

こ
こ
ま
で
で
確
認
し
て
き
た
通
り
、『
遺
稿
』
は
書
写
に
あ
た
っ
て
の
誤
り
が
非
常
に
多
く
、
特
に

〈73〉
紙
に
至
っ
て
は
全
文
が

欠
落
し
て
お
り
、
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。
守
部
の
依
拠
し
た
『
萬
葉
集
』
の
本
に
つ
い
て
今
回
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
宝
永
年

間
の
刊
本
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

〈30〉
、

〈56〉
、

〈71〉
、

〈80〉
、

〈88〉
、

〈118〉
、

〈120〉
に
は
『
竊
考
』
に
は
な
か
っ
た
丁
数
表
記
が
追
加
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
宝
永
年
間
の
刊
本
と
丁
数
が
一
致
す
る
た
め
、
書
写
者
が
守
部
の
使
っ
た
も
の
と
同
じ
本
を
手
元
に
置
き

な
が
ら
補
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

〈71〉
は
『
宝
永
本
』『
古
活
字
』
両
方
と
丁
数
が
合
致
し
な
い
た
め
誤
写
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、詳
細
は
最
後
に
述
べ
る
が
、内
題
で
あ
り
書
名
と
認
め
る
べ
き
『
萬
葉
集
竊
考
』
を
採
用
せ
ず
、後
に
書
か
れ
た
外
題
『
檜
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抓
手
遺
稿
』
を
書
名
と
し
て
採
用
し
て
い
る
点
に
も
問
題
が
あ
る
。

吉
海
氏
は
前
述
の
論
文
中
で
『
遺
稿
』
を
『
竊
考
』
の
「
清
書
本
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
誤
り
の
あ
る

も
の
を
「
清
書
」
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
単
に
「
書
写
本
」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
）『
万
葉
集
檜
嬬
手
』
と
の
対
校

前
述
の
通
り
、『
竊
考
』
は
『
万
葉
集
檜
嬬
手
』
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
巻
の
解
釈
に
つ
い
て
比
較
し
、

そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
資
料
の
性
質
が
異
な
り
、
注
釈
の
量
と
し
て
も
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
、

『
竊
考
』
で
記
述
が
あ
る
歌
の
、
当
該
部
分
の
解
説
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
を
調
べ
た
。
ま
た
、『
檜
嬬
手
』
は
未

完
で
巻
三 

三七九番
歌
ま
で
し
か
注
釈
が
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
部
分
ま
で
の
比
較
を
行
っ
た
（『
竊
考
』
で
は
巻
二
ま
で
の
15

首
分
が
該
当
）。
以
下
、
本
節
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

〈
通
し
番
号
〉《
国
歌
大
観
番
号
》

●　
『
竊
考
』
の
記
述

◇　
『
檜
嬬
手
』
の
記
述

『
竊
考
』、『
檜
嬬
手
』
の
記
述
に
関
す
る
差
異

·　

歌
ご
と
に
注
釈
を
論
拠
、
引
用
部
分
な
ど
に
分
け
、
①
、
②
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
同
じ
歌
の



学習院大学人文科学論集ⅩⅩⅤ（2016）

76

中
で
別
の
個
所
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
場
合
に
は
記
述
、
差
異
と
も
に
分
け
て
書
く
が
、
番
号
は
一
首
の
中
で
通
し
番
号

と
し
た
。

さ
ら
に
『
檜
嬬
手
』
序
文
で
「
先
行
論
に
関
す
る
記
述
を
省
き
、
自
ら
の
説
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
す
る
こ

と
か
ら
、
先
行
論
に
関
す
る
記
述
の
有
無
に
関
し
て
は
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
。
ま
た
、
本
節
で
は
ミ
セ
ケ
チ
等
の
不
要
部

分
は
適
宜
削
除
し
た
。
ま
た
、

〈7〉
は
配
列
上
巻
一
に
含
ま
れ
る
が
、
内
容
を
見
る
と
巻
一
に
な
い
部
分
へ
の
注
で
あ
る
た
め
記
述

し
な
い
。

一
項　

巻
一

〈1〉 

《2》
●　

巻
一　

七
丁
右　

長
哥
国
原
波
煙
立
籠
云
云
此
籠
字
①
元
歴
校
本
に
作
レ
龍
サ
レ
ハ
此
二
句
ハ
な
る
へ
し
②
此
次
の
長
哥

の
対
句
に
も
時
無
曽
雪
者
落
家
留
間
無
曽
雨
者
零
計
類
と
二
ツ
と
も
に
居
る
詞
以
っ
て
つ
け
た
り
か
く
さ
ま
に
云
が
古

風
也
一
方
を
送
ル
詞
も
て
い
ふ
は
末
也

◇　

さ
れ
ば
元
暦
校
本
、
③
爲
廣
本
に
依
り
て
舊
き
に
し
つ
。
④
仙
覺
點
の
今
の
印
本
に
は
籠
と
書
て
タ
チ
タ
ツ
と
訓
た
る

を
見
れ
ば
、
是

レ
其
寫
誤
の
始
め
な
り
。
仙
覺
が
誤
り
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
⑤
家
蔵
の
本
似
閑
が
書
入
に
、
立
龍

仙
點

と

し
る
し
た
り
。

「
籠
」
字
の
誤
字
に
つ
い
て
、
論
拠
と
し
て
①
元
暦
校
本
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、
③
為
広
本
、
④
仙
覚
点
と
と
も
に
⑤
家
蔵
本

の
注
釈
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
長
歌
対
句
に
お
い
て
一
度
目
と
二
度
目
で
表
記
を
変
え
る
の
が
正
式
だ
と
い
う
、
②
巻
一 

二五番
歌
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を
例
と
し
た
解
説
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

●　

・
怜

ノ
字
ハ
こ
ゝ
ハ
⑥
国
見
し
て
宣
ふ
な
れ
ハ
お
も
し
ろ
き
と
讀
へ
き
也
⑦
次
ノ
十
二
丁
に
も
曽
許
之
之
と
あ
り
て
⑧

四
カ
ク
オ
モ
シ
ロ
ク
ヌ
ヘ
ル
フ
ク
ロ
ハ
⑨
七
ヨ
ワ
タ
ル
ツ
キ
ヲ
オ
モ
シ
ロ
シ
⑩
凡
そ
集
中
に
怜
は
悉
く
お
も
し
ろ
し
と

の
み
よ
み
て
う
ま
し
と
よ
め
る
例
な
し

◇　

○
⑪
可
怜
は
う
ま
し
と
も
あ
は
れ
と
も
訓
ま
る
れ
ど
、
⑫
此
は
眺
望
な
れ
ば
、
お
も
し
ろ
し
と
よ
む
べ
し
。
⑬

四
五
十
三
に
。
⑭
七
四
に
な
ど
あ
り
。

眺
望
に
つ
い
て
の
使
用
で
あ
れ
ば
オ
モ
シ
ロ
シ
と
す
る
、
と
い
う
の
は
双
方
一
致
（
⑥
、
⑫
）
す
る
が
、
⑩
で
は
「
集
中
の
例

が
な
い
」
と
い
う
説
明
が
な
く
な
り
、
⑪
の
よ
う
に
ウ
マ
シ
、
ア
ハ
レ
の
訓
を
認
め
る
。
ま
た
、
例
歌
と
し
て
⑧
と
⑬
が
巻
四 

七四六番
歌
、
⑨
と
⑭
が
巻
七 

一〇八一番
歌
で
一
致
す
る
が
、
⑦
の
引
用
は
な
い
。
こ
の
、
⑦
巻
一
十六番
歌
は
、『
校
本
』
に
よ
っ
て

記
述
を
確
認
し
て
も
該
当
す
る
「
曽
許
之
之
」
の
部
分
が
発
見
で
き
な
い
た
め
、
あ
る
い
は
誤
り
に
気
付
い
て
削
除
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

〈2〉 

《3》
●　

同
八
丁
左　

歌
奈
加
弭
乃
音
為
奈
利

云
云　

①
加

ノ
字
利

ノ
誤
と
い
へ
と
も
②
㽞
字
の
田
き
え
て
後
吅
を
加
に
見
誤
り
た

る
も
の
な
る
へ
し
③
な
と
や
う
に
も
い
へ
と
又
鳴
機
な
と
や
う
に
吅
よ
り
も
つ
け
い
へ
る
多
し

◇　

○
音
爲
奈
利
」
今
本
奈
加
弭
と
あ
る
④
加
は
利
の
誤
也
と
云
り
。
利
と
加
と
草
書
よ
く
似
た
れ
ば
、
是
は
さ
て
も
有
べ

し
。
⑤
弭
は
廣
韻
曰
、
釋
名

ニ
云

フ
、「
其
末

ヲ
曰
レ

ト
。
又
謂

フ
二
之

ヲ
弭

ト
一
以
レ
骨
爲
レ

ル
之

チ
。
骨
弭
是
也
」
⑥
十
六
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長
歌
鹿
の
言
に　

と
あ
り
。
角
牙
な
ど
を
以
て
も
造
り
し
な
る
べ
し
。

⑦
さ
て
箭
に
も
あ
れ
ば
、
弭
に
も
鳴
る
物
を
著
た
る
が
あ
り
し
に
こ
そ
。

『
竊
考
』
で
は
認
め
て
い
な
い
「
加
」
の
誤
字
を
認
め
て
お
り
（
①
、
④
）、
②
の
㽞
と
す
る
説
を
載
せ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
た

め
例
と
し
て
出
さ
れ
る
「
鳴
鏑
」
に
つ
い
て
も
内
容
に
誤
差
が
あ
る
だ
け
で
な
く
（
③
、
⑦
）、
⑤
広
韻
、
⑥
巻
十
六 

三八八五番
歌

を
例
と
し
て
引
い
て
い
る
。

〈3〉 

《5》
●　

同
丁

八
丁　

幸
二
讃
岐
国
安
益
一
群
之
時
軍
王
見
レ
山
作
哥
①
寧
楽
朝
の
哥
の
す
か
た
也
此
に
□
に
入
へ
き
に
あ
ら
す
後
れ

た
る
も
の
な
る
へ
し
②
舒
明
紀
に
此
幸
見
え
す
③
軍
王
も
見
え
す
凡
て
混
た
る
も
の
也

◇　

○
幸
」
④
に
委
く
出
づ
。
左
注
に
も
此
行
幸
を
疑
ひ
た
り
。
げ
に
も
凡
て
に
就
い
て
疑
は
し
き
所
あ
り
。
次
々
云
べ
し

○
軍
ノ
王
」
⑤
舒
明
紀
に
、
此
行
幸
見
え
ず
。
⑥
こ
の
集
に
も
此
歌
の
外
に
、
此
名
な
し
。
是
れ
慥
な
ら
ず
ぬ
二
つ
な

り
。
○
見

テ
レ
山

ヲ
作
ル
歌
」
か
く
あ
れ
ど
、
⑦
此
歌
見

テ
レ
山

ヲ
よ
め
る
に
非
ず
。
在

テ
レ
旅

ニ
戀

ル
二
本
郷

ヲ
一
歌
也
。
此
端

書
の
し
ざ
ま
は
た
疑
は
し
。
是
れ
其
お
ぼ
つ
か
な
き
三
つ
な
り
。
⑧
さ
て
又
此
歌
の
風
調
、
此
御
代
頃
の
す
が
た
に
あ

ら
ず
。
是
其
疑
は
し
き
四
つ
な
り
。
⑨
故

レ
思
ふ
に
、
此
第
一
の
巻
は
、

ク
錯
亂
し
て
、
歌
數
あ
ま
た
失
つ
る
を
、
其

後
此
れ
彼
れ
補
つ
る
解
き
、
其
中
よ
り
此
處
へ
紛
れ
入
れ
た
る
お
の
な
ら
ん
。
⑩
所
謂
と
云
フ
に
は
、
さ
る
事
を
り
〳
〵

あ
る
も
の
也
。
⑪
此
歌
の
口
調
い
た
く
後
れ
て
寧
樂
も
や
ゝ
末
つ
方
の
す
が
た
な
り
。
此
巻
は
、
廿
三
葉
、
藤
原

ノ
宮

ノ
御
井
歌
ま
で
が
亂
れ
な
が
ら
も
、
つ
古
歌
ど
も
に
て
、
其
次
の
大
寶
元
年
と
あ
る
よ
り
、
巻
尾
迄
は
、
皆
後
の
書
そ

へ
也
。
寧
樂
朝
の
歌
も
多
く
入
た
り
。
さ
る
時
な
ど
に
に
紛
れ
入
け
ら
し
。
そ
も
〳
〵
、
二

ノ
巻
の
歌
ど
も
の
古
き
に
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合
せ
て
思
ふ
に
も
。
此
初
巻
に
和
銅
以
後
の
歌
を
然
か
お
ほ
く
撰
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
此
等
合
せ
て
考
へ
合
す
べ
し

寧
楽
朝
の
歌
で
あ
る
こ
と
（
①
、
⑪
）、
舒
明
紀
に
こ
の
行
幸
の
記
述
が
な
い
こ
と
、（
②
、
⑤
）、
軍
王
と
い
う
人
物
名
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
（
③
、
⑥
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
歌
の
混
乱
に
つ
い
て
⑨
時
代
的
、
⑩
書
誌
的
観
点
か
ら
考
察

を
加
え
て
い
る
。

●　

此
哥
の
同
遠
神
吾
大
王
云
々
冠
辞
考
を
始
メ
諸
抄
の
説
に
⑫
天
皇
ハ
人
倫
ニ
遥
に
遠
く
貴
き
神
と
申
す
意
の
古
語
也
と

い
へ
り
今
按
に
し
か
ら
す
⑬
瓊
々
杵
尊
よ
り
以
来
遠
く
久
し
く
し
ら
し
む
る
神
と
奉
レ
尊
意
の
古
語
也

◇　

○
ツ

」
皇
祖
天

ツ
神
は
姑
く
お
き
て
、
⑭
瓊
々
杵

ノ
尊
よ
り
も
皇
統
の
斷
絶
な
く
遠
く
久
し
き
神
に
坐

シ

ス々
大
王
を
稱
す

也
。
⑮
三
廿
三
に
、「
。。。。。」
此
歌
住
吉

ノ
松
の
久
し
き
を
以
て
云
ひ
移
し
た
り
。
是
を
人
倫
に
遠
き
意
と
す
る
は
非

也
。
⑯
天
皇
は
と
奉
レ
申
て
、
現
に
物
も
聞
し
め
し
、
妻
子
も
持
た
し
、
も
あ
れ
ば
、
常
に
目
に
見
え
ぬ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、

⑰
人
倫
に
近
く
こ
そ
は
坐

シ
ま
す
な
れ
、
遠
し
と
し
て
は
と
申
す
に
は
ず

天
皇
を
人
倫
に
遠
い
も
の
と
考
え
な
い
、
と
い
う
論
点
（
⑫
、
⑰
）
と
引
用
資
料
（
⑬
、
⑭
）
は
同
一
だ
が
、
例
歌
と
し
て
⑮

巻
二 

二九五番
歌
を
引
用
す
る
点
、
⑯
「
」
と
い
う
用
語
の
使
用
な
ど
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

〈4〉 

《13》
●　

同
十
一
丁
右　

髙
山
波
雲
根
火
雄
男
志
等
云
々
香
具
山
波

火
乎
□
止
の
意
に
て

火
山
を
女
山
と
見
へ
し
次
の
反
哥

も
其
意
也

◇　

○
」
畝
火
を
と
て
と
云
意
也

男
女
の
別
に
関
す
る
表
記
は
消
失
し
て
い
る
が
、「
畝
火
を
い
と
し
く
思
う
」
と
い
う
表
記
は
同
一
で
あ
る
。
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〈5〉 

《16》
●　

同
十
二
丁
右
長
哥　

と
訓
た
れ
と
と
云
よ
り
つ
ゝ
き
た
れ
は
①
と
訓
へ
き
也

◇　

○
。
②
」
此
執
手
ぞ
花
を
受
た
る
な
る
。
さ
て
③
如
此
春
を
繋
ぐ
草
深
き
も
の
に
云
な
ら
へ
る
は
、
暦
と
云
物
無
か
り

し
世
に
は
、
二
月
頃
よ
り
四
月
の
末
迄
を
春
と
云
な
ら
ひ
し
心
な
ら
ひ
の
殘
り
し
故
也

認
め
な
い
と
し
て
い
た
訓
を
認
め
、
論
が
反
転
す
る
（
①
、
②
）。
ま
た
、
③
状
況
説
明
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

〈6〉 

《34》
●　

同
十
八
丁
左　

白
波
乃
濱
松
之
枝
乃
手
向
草
云
々
①
こ
れ
を
と
直
し
て
説
を
付
け
た
る
ハ
わ
ろ
し
②
則
岩
代
の
結
ひ
松

を
指
し
て
よ
み
か
へ
る
也
松
か
枝
を
結
ひ
て
に
誓
た
ま
へ
る
即
③
手
向
□
也
か
の
御
時
よ
り
三
十
余
年
な
れ
ハ
い
く
よ

ま
て
に
□
か
と
□
ハ
の
た
ま
へ
る
也

◇　
　

」
④
は
く
彼
の
有
馬

ノ
皇
子
の
末
の
末
を
結
ば
し
て
、
御
命
を
給
ひ
し
其
松
を
の
た
ま
ふ
也
。
○
⑤
彼
の
有
馬

ノ
皇

子
の
、
此
時
末
を
結
び
給
ひ
し
は
、
斉
明
天
皇
の
余
念
十
月
の
事
に
し
て
、
其
翌
日
藤
代
に
て
御
命
を
失
は
れ
賜
ひ
き
。

其
都
市
よ
り
今
此
朱
雀

ノ
四
年
迄
を
數
ふ
れ
ば
、
三
十
三
年
に
な
れ
ど
も
、
其
年
數
を
指
し
給
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
⑥
結

ば
れ
な
が
ら
幾
代
ま
で
に
か
、
此
末
も
年
の
經
行
な
ら
ん
の
意
な
り
け
り
。
經
去
良
武
は
經
往
ら
ん
の
省
か
れ
る
な
れ

ば
、
行

ク
さ
き
に
係
れ
り

説
、
論
拠
と
も
に
ほ
ぼ
差
異
は
な
い
が
、『
竊
考
』
で
は
①
誤
字
説
を
否
定
し
て
お
り
、『
檜
嬬
手
』
で
は
⑤
時
代
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
あ
る
。
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〈8〉 

《54》
●　

同
二
十
四
丁
右　

大
宝
元
年
辛

秋
九
月
太
上
天
皇
云
云
①
舊
撰
の
哥
と
も
数
多
缺
て
落
失
セ
シ
故
に
②
其
後
に
書
加

へ
た
る
な
る
へ
し
③
端
書
の
フ
リ
左
註
の
ふ
り
全
體
の
修
撰
の
様
に
あ
ら
ず

◇　

か
く
て
此
集
、
④
此
う
た
ま
て
が
、
亂
れ
な
が
ら
本
つ
撰
び
の
な
ご
り
な
り
。
⑤
此
末
一
た
び
闕
失
た
る
に
つ
き
て
、

後
人
、
時
の
人
の
家
集
の
歌
を
書
き
そ
へ
た
る
に
ぞ
あ
る
。
⑥
故
レ
そ
の
書
ざ
ま
撰
集
の
ふ
り
に
非
ず
。
⑦
是
を
改
め

だ
て
す
る
は
、
な
か
〳
〵
非
な
り
。
歌
の
前
後
も
何
に
も
專
ら
其
ま
ま
に
記
し
お
く
べ
き
わ
ざ
ぞ
。

歌
の
欠
損
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
（
①
、
④
）
は
同
じ
だ
が
、
書
き
加
え
ら
れ
た
部
分
に
対
し
て
『
檜
嬬
手
』
で
は
⑤
で

「
時
の
人
の
家
集
の
歌
を
書
い
た
」
と
す
る
が
、『
竊
考
』
で
は
②
の
よ
う
に
と
く
に
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
欠
損
と
考
え
た

理
由
と
し
て
③
、⑥
端
書
の
様
子
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は
同
じ
だ
が
、⑦
訂
正
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
立
場
表
明
が
『
檜

嬬
手
』
に
独
自
で
あ
る
。

二
項　

巻
二

〈9〉 

《85》
●　

巻
二
八
丁
右　
二

ヲ
一
四
首
考
略
解
等
に
此
磐
姫
の
二
字
を
削
た
る
は
私
也
此
皇
后
に
限
り
て

紀
文

諸
□
式
凡
て
か
く
構
へ

な
ら
ひ
た
る
必
す
其
所
由
な
か
る
也
委
し
く
は
別
考

◇　
（
該
当
箇
所
に
関
す
る
記
述
な
し
）

当
該
部
分
に
関
す
る
記
述
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
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〈10〉 

《116》
●　

同
一
五
丁
右　

爾
云
々
此
①
爾
ハ
本
氏
云
水
の
誤
に
て
と
よ
ま
ん
と
い
へ
る
し
か
る
へ
し

◇　

○
」
②
に
也
。
今
本
已
母
世
爾
と
あ
る
、
母
の
下
に
、
由
阿
本
有
二
流

ノ
字
一
。
は
の
誤
な
る
事
を

指
摘
し
て
い
る
箇
所
は
同
じ
だ
が
、
①
イ
モ
セ
カ
ハ
と
②
イ
ケ
ル
ヨ
ニ
と
訓
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

〈11〉 

《128》
●　

同
十
七
丁
左　

若
未
乃
云
々
此
を
①
考
略
解
等
に
ア
シ
ノ
ウ
レ
ノ
と
訓
た
れ
と
唯
の
事
の
み
な
ら
ん
に
若

ノ
字
は
書
へ

か
ら
す
②
と
つ
け
た
る
に
も
若
葉
の
意
あ
ら
さ
れ
は
こ
は
旧
訓
の
如
く
ア
シ
カ
ヒ
ノ
と
訓
へ
し

◇　

○
」
こ
れ
を
③
あ
し
か
び
と
よ
む
は
わ
ろ
し
。
あ
し
か
び
は
葦
の
若
芽
に
あ
ら
ざ
る
事
、
道
別
に
辨
へ
た
る
が
如
し
。

④
十
ノ
巻
ノ
長
歌
に
、
と
あ
り
は
を
に
兼
た
れ
ば
、
必
ず
う
れ
と
よ
む
べ
き
な
り

否
定
し
て
い
る
部
分
（
①
、
③
）
と
正
し
い
と
す
る
訓
（
②
、
④
）
が
完
全
に
反
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
④
で
は
巻
十 

二四八七

番
歌
を
引
用
し
て
い
る
。

〈12〉 

《133》
●　

同
十
九
丁
オ　

乱
友
ゝ
此
乱
友
サ
ヤ
ケ
ト
モ
と
よ
む
へ
し

◇　
（
当
該
箇
所
に
関
す
る
記
述
は
な
し
、
訓
に
差
異
は
な
い
。）

訓
に
つ
い
て
は
同
一
で
特
に
問
題
な
し
。
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〈13〉 

《156》
●　

同
二
十
四
五
丁
の
間　

三
諸
之
神
須
疑
已
具
耳
云
々
①
此
哥
三
四
句
誤
字
有
よ
み
か
た
く
古
く
よ
り
点
も
な
し
②
考
に

と
よ
み
た
れ
と
あ
ま
り
文
字
も
数
多
か
は
り
て
う
け
か
た
し
③
今
按
に

ノ
三
字
ハ
上
の
と
云
コ
ト
を
重
ね
い
へ
る
た
は

れ
か
き
也
④
ま
き
十
四
十
八
丁
右
云
々
と
あ
る
も
乎
ゝ
に
て

ノ
字
と
戯
れ
書
る
類
と
す
へ
し

◇　

○
」
此
は
、
⑤
上
の
神
須
疑
の
字
を
と
受
て
、
と
よ
ま
せ
た
る
な
り
。
⑥
十
四
十
八
に
云
云
」
と
あ
る
乎
再
も
乎
の
字

を
再
び
重
ね
た
る
意
を
以
て
書
る
に
て
、
其
れ
と
同
例
也

注
釈
内
容
（
③
、
⑤
）、
引
用
し
た
巻
十 

二二二八番
歌
（
④
、
⑥
）
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。『
竊
考
』
の
方
が
①
詠
み

難
い
と
の
指
摘
や
、
②
誤
字
説
の
提
示
な
ど
や
や
丁
寧
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

〈13〉 

《157》
●　

さ
て
次
哥
の
⑦
如
此
耳
も
上
の
短
木
綿
を
如
此
と
う
け
た
る
に
て
と
訓
む
へ
き
也
さ
れ
は
⑧
矣
自
得
見
監
乍
共
は
□
□

の
誤
り
な
る
へ
し

◇　

○
」
⑨
此
三
字
も
、
を
受
て
、
如
レ
此

ノ
と
書
る
な
れ
ば
、
み
じ
か
き
か
ら
に
と
よ
む
べ
き
な
り
。

論
点
、
論
拠
と
も
に
ほ
と
ん
ど
相
違
な
し
。
ま
た
、
⑧
の
部
分
は
前
歌
の
解
説
が
分
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
書
か
れ
て
い
る
。

●　

此
次
の
哥
は
な
と
よ
む
も
常
の
事
に
て
誰
も
□
つ
け
に
し
か
思
ふ
へ
き
な
れ
と
も
又
其
次
の
哥
に
黄
泉
を
□
開
し
い
ひ

く
□
□
□
□
□
山
振
之
立
儀
足
山
清
水
と
い
ひ
て
黄
泉
と
せ
る
を
以
て
三
首
と
も
に
勝
れ
て
よ
み
さ
ま
巧
み
な
り
け
れ
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は
此
歌
も
と
序
辞
を
お
け
る
か
ら
に
は
下
に
も
短
き
事
と
長
き
事
と
な
く
て
は
あ
る
へ
か
ら
ぬ
也
か
く
み
れ
は
三
首
と

も
に
す
く
れ
て
お
も
し
ろ
き
御
哥
と
も
な
り

◇　

山
清
水
」
是
迄
の
三
句
は
、
後
世
に
い
は
ゆ
る
據
字
の
よ
み
か
た
に
て
、
黄
泉
と
書
く
字
を
な
る
と
し
て
、
其
の
色
を

山
吹
花
の
冩
る
に
持
せ
、
山
清
水
を
泉
に
な
し
て
、
と
は
只
水
の
縁
語
の
み
黄
泉
迄
尋
ね
ゆ
か
ま
ほ
し
か
れ
ど
、
幽
冥

の
事
な
れ
ば
、
道
の
し
ら
れ
ぬ
と
の
た
ま
ふ
な
り
。

巻
二 

一五六番
歌
〜
一五八番
歌
ま
で
の
三
首
を
連
作
と
み
た
解
釈
を
し
て
い
る
点
は
同
一
だ
が
、『
竊
考
』
で
は
単
に
お
も
し
ろ
い

詠
み
様
で
あ
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、『
檜
嬬
手
』
で
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
加
え
る
。

〈14〉 

《160》
●　

十
二
五
廿　

①
ト
ア
ル
ニ
テ
シ
ル
ヘ
シ
同
廿
五
丁
左　

而
云
々
②
此
哥
の
結
句
面
知
音
雲

に
て

此
と
訓
へ
し
と
は
と
云

義
訓
の
假
字
也

◇　

○
」
今
本
、
③
面
智
男
雲
と
あ
る
智
は
、
知
日
二
字
を
、
一
字
に
寫
し
誤
り
た
る
也
。
④
さ
て
と
は
、
逢
見
と
云
意
の

義
訓
な
れ
ば
、
其
の
義
を
得
て
、
と
訓
べ
し
。
⑤
十
二
二
十
五
「
面
知
子
等
」
と
あ
る
此
の
と
合
せ
て
知
べ
し
。

ど
ち
ら
も
義
訓
（
②
、
④
）
と
し
、
例
歌
と
し
て
①
、
⑤
で
巻
十
二 

三〇六八番
歌
を
あ
げ
る
が
、『
檜
嬬
手
』
で
は
③
誤
写
の
可

能
性
を
指
摘
す
る
点
が
異
な
る
。

〈15〉 

《203》
●　

シ
れ
る
な
る
へ
し
同
卅
六
丁　

①
此
れ
結
句
は
の
誤
な
る
へ
し
②
端
書
に
□
て
か
く
み
れ
は
此
う
た
□
□
□
あ
は
れ
な
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る
み
う
た
也

◇　

○
」
③
さ
む
か
ら
ん
に
と
云
な
り
。
今
と
訓
た
れ
ど
、
む
げ
に
聞
え
ず
。
④
端
書
に
も
は
ざ
れ
ば
、
に
考
へ
て
萬
葉
緊

要
に
も
出
し
つ
。
⑤
此
御
子
た
ち
の
事
既
に
も
出
て
、
實
に
此
端
書
の
如
く
、
御
墓
に
つ
も
る
雪
を
見
て
さ
ぞ
寒
か
ら

ん
と
な
み
だ
に
ひ
ぢ
給
ふ
ほ
ど
の
御
中
と
ぞ
し
ら
れ
た
る
。
○
一
首
の
意
を
猶
い
は
ゞ
、
ふ
る
雪
は
あ
ま
り
深
く
な
ふ

り
そ
。
か
く
世
に
あ
る
身
だ
に
も
寒
き
に
、
か
の
猪
か
ひ
の
岡
の
皇
女
の
墓
は
、
さ
ぞ
さ
む
か
ら
ん
に
と
な
り
。
⑥
い

と
あ
は
れ
な
る
み
う
た
な
る
べ
し
。

訓
の
提
示
（
①
、
③
）
と
歌
に
対
す
る
評
価
（
②
、
⑥
）
は
共
通
し
て
い
る
。『
檜
嬬
手
』
で
は
④
守
部
の
別
の
万
葉
集
注
釈

で
あ
る
『
萬
葉
集
緊
要
』
の
引
用
と
、
⑤
歌
の
背
景
と
な
る
穂
積
皇
子
へ
の
言
及
が
特
徴
的
。

〈16〉 

《224》
●　

同
四
十
二
丁　

石
水
見
爾
交
而
云

　々

①
水

ノ
下
に
山

ノ
字
脱
に
て
な
る
へ
し
②
次

ノ
哥
石
川
爾
も
訓
川
の
下
に
嶺
字
脱

せ
る
に
て
な
ら
ん
さ
て
は
き
こ
へ
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

華
詞
下
者

◇　

」
③
諸
本
、
此
山
を
落
し
て
と
よ
み
、
と
よ
め
る
故
に
、
何
事
と
も
し
ら
れ
ず
な
り
し
也
。
か
れ
今
考
へ
て
山
の
字
を

補
ひ
つ
。
④
も
な
る
事
、
一
本
に
と
あ
る
以
て
知
べ
し
。

《225》
◇ 

」
⑤
今
本
、
水
を
川
に
誤
て
、
嶺
の
字
を
脱
し
た
る
也
。

①
と
③
、
②
と
⑤
の
誤
脱
指
摘
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
。
④
の
誤
字
に
つ
い
て
は
『
竊
考
』
で
は
言
及
が
な
い
。
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三
項　

ま
と
め

以
上
、
こ
こ
ま
で
ま
と
め
て
き
た
こ
と
を
再
度
整
理
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

表和
歌
番
号

竊
考
↓
檜
嬬
手
で
の
変
化
点

《2》

・
誤
字
の
論
拠
の
増
加

・
長
歌
対
句
表
現
に
関
す
る
記
述
、
例
歌
の
削
除

・
認
め
な
い
と
記
述
さ
れ
て
い
た
他
訓
の
容
認

《3》

・
認
め
な
い
と
し
て
い
た
誤
字
の
元
と
す
る
語
の
採
用

・
例
と
す
る
語
の
解
釈
差

・
参
考
資
料
の
増
加

《5》

・
解
釈
観
点
の
追
加

・
例
歌
、
例
語
の
追
加

《16》

・
認
め
な
い
と
さ
れ
て
い
た
訓
の
採
用
そ
れ
に
伴
う
解
釈
追
加

《34》

・
否
定
記
事
の
削
除
、
時
代
的
考
察
追
加

《85》

・
該
当
す
る
記
述
の
削
除

《116》

・
訓
の
変
更

《128》

・
論
の
正
誤
の
逆
転
、
そ
れ
に
伴
う
引
用
歌
の
追
加

《156》

・
説
明
の
減
少

《13》 

《133》 

《224》

・
異
同
な
し

《54》 

《160》 

《203》 

《156》
〜
《158》
・
記
述
の
追
加
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『
竊
考
』
全
体
で
百
二
十
首
程
度
の
歌
が
あ
る
中
、『
檜
嬬
手
』
と
記
述
の
重
複
し
て
い
た
15
首
ほ
ど
し
か
考
察
が
で
き
な
い
た

め
、
単
純
に
は
言
え
な
い
点
も
多
い
が
、
こ
う
し
て
詳
細
に
比
較
を
行
う
と
、
二
つ
の
資
料
の
関
連
度
は
む
し
ろ
低
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
表
中
で
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
記
述
が
削
除
さ
れ
る
の
は
『
竊
考
』
を
『
檜
嬬
手
』
の
前
段

階
資
料
と
す
る
な
ら
あ
ま
り
起
こ
り
え
な
い
違
い
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
波
線
を
付
し
た
部
分
で
は
論
が
完
全
に
逆

転
し
、
認
め
な
い
と
す
る
説
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訓
の
変
更
す
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
万
葉
集
注
釈
で
は
、

ど
の
字
・
訓
を
認
め
る
か
が
歌
や
集
の
解
釈
上
大
き
な
問
題
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
容
易
に
反
転
す
る
と
は
思
え
な
い
部
分

の
相
違
を
見
る
と
、
や
は
り
『
竊
考
』
を
『
檜
嬬
手
遺
稿
』
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
解
題
で
述
べ
た
通
り
外

題
が
別
筆
で
あ
っ
た
こ
と
も
加
味
す
れ
ば
、後
世
に
な
り
資
料
整
理
を
行
っ
た
人
が
つ
け
た
名
称
で
あ
り
、『
竊
考
』
と
『
檜
嬬
手
』

の
関
連
性
は
薄
い
と
見
る
の
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　

ま
と
め　
『
萬
葉
集
竊
考
』
の
名
称
と
位
置

以
上
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
以
下
二
点
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

1　
『
萬
葉
集
竊
考
』
は
、
そ
の
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
内
容
と
表
記
か
ら
、
甲
紙
と
丁
紙
が
書
か
れ
た
時
期
が
あ
る
程
度
離

　
　
　

れ
て
存
在
し
、
ま
た
、
書
写
が
行
わ
れ
た
時
代
と
貼
り
込
み
が
行
わ
れ
た
時
代
も
あ
る
程
度
離
れ
て
存
在
し
、
現
在
の
形

　
　
　

状
に
な
る
に
至
っ
た
。

2　

周
辺
資
料
と
の
比
較
に
よ
れ
ば
『
万
葉
集
檜
抓
手
遺
稿
』
は
写
本
と
認
め
ら
れ
る
が
誤
脱
の
問
題
点
は
多
く
、『
萬
葉
集
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檜
嬬
手
』
は
外
題
の
存
在
か
ら
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
内
容
的
に
は
む
し
ろ
対
立
す
る
部
分
も
あ
り
、
関
連

　
　
　

性
は
低
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、外
題
の
名
称
で
は
な
く
内
題『
萬
葉
集
竊
考
』を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
萬
葉
集
竊
考
』
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
最
後
に
検
討
を
行
い
た
い
。「
竊
」
と
い
う
字
に
は
、
盗
む
と

の
ほ
か
、「
ひ
そ
か
に
。」「
あ
き
ら
か
。
あ
き
ら
か
に
す
る
。」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
形
状
、
表
記
、
内
容
に
注
目
し
て
資
料

を
見
た
結
果
、
守
部
の
ほ
か
の
著
述
と
の
関
連
性
の
薄
さ
が
判
明
し
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
い
か
え
れ
ば

守
部
が
論
を
組
み
立
て
て
い
く
、発
表
以
前
の
段
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
な
が
ら
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
い
っ
た
体
裁
で
あ
っ

た
こ
の
著
述
を
、
守
部
自
身
は
外
部
に
出
す
よ
う
な
気
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
守
部
の
死
後
に
著
述
を
整
理
す

る
に
あ
た
っ
て
書
写
さ
れ
、
誤
っ
た
外
題
が
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
余
白
や
配
列
な
ど
に
つ
い

て
も
不
明
瞭
な
点
が
残
る
が
、
こ
う
し
た
混
乱
し
た
状
況
も
「
自
分
の
中
に
あ
っ
た
考
え
を
ひ
そ
か
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
た

め
の
著
述
」
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
守
部
の
意
図
を
汲
ま
ず
書
写
さ
れ
た
『
遺
稿
』
で

は
外
題
の
み
を
採
用
し
て
い
る
の
も
、
名
称
と
内
容
の
関
連
が
見
ら
れ
て
興
味
深
い
。『
竊
考
』『
遺
稿
』
両
者
の
書
写
時
期
、『
遺

稿
』
の
書
写
者
な
ど
は
関
連
す
る
記
述
が
な
い
た
め
こ
れ
以
上
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
守
部
の
意
に
沿
わ
な
い
外
題
表
記
や

誤
写
か
ら
見
て
、
書
写
者
は
吉
海
氏
が
述
べ
る
「
守
部
門
下
」
の
人
物
と
い
う
よ
り
、
直
接
の
弟
子
筋
で
な
い
人
物
、
書
写
時
期

も
あ
る
程
度
は
な
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い
え
よ
う
。
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資
料
1

紙
番
号

歌
番
号
内
容

紙

〈1〉

2

誤
字
（
籠
）

訓
（
お
も
し
ろ
し
）

甲

〈2〉

3

誤
字
（
吅
）

甲

〈3〉

5

時
代
考
証
（
軍
王
）

語
釈
（
と
お
つ
か
み
）

甲

〈4〉

13

歌
意

甲

〈5〉

16

訓
（
と
り
て
み
ず
）

甲

〈6〉

34

誤
注
指
摘
（
は
ま
ま
つ
が
え
）

甲

〈7〉

訓
（
ゆ
え
）

乙

〈8〉

54

歌
順

甲

〈9〉

85

誤
注
指
摘
（
い
わ
ひ
め
）

甲

〈10〉

116

誤
字
（
い
も
せ
か
は
）

甲

〈11〉

128

誤
注
指
摘
（
あ
し
か
ひ
の
）

甲

〈12〉

133

訓
（
さ
や
け
ど
も
）

〈13〉

156

訓
（
か
み
の
か
み
す
ぎ
）

戯
書
解
釈

〈14〉

160

訓
（
あ
ひ
み
し
こ
ら
）

〈15〉

203

誤
字
（
さ
む
か
ら
ま
く
に
）

甲

〈16〉

224

脱
字
（
い
は
み
や
ま
）

甲

〈17〉

405

訓
（
ま
た
し
か
に
）

訓
（
か
み
は
し
る
と
も
）

〈18〉

413

地
名
（
須
磨
）

丁

〈19〉

509

表
記
（
姫
）

丁

〈20〉

655

訓
（
な
め
し
か
れ
ど
も
）

〈21〉

669

語
釈
（
山
橘
）

丁

〈22〉

671

語
釈
（
月
読
）

丁

〈23〉

743

誤
字
（
こ
こ
ろ
く
る
し
も
）

乙
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〈24〉

763

語
釈
（
沫
緒
）

〈25〉

813

語
釈
（
鎮
懐
石
）

丁

〈26〉

935

地
名
（
名
寸
隅
）

〈27〉

986

補
遺

丁

〈28〉

1032

地
名
（
挟
残
）

乙

〈29〉

1059?

歌
格

丁

〈30〉

1153

地
名
（
す
み
の
え
の
な
こ
の
濵
）

丁

〈31〉

1187

地
名
（
飽
浦
）

〈32〉

1228

地
名
（
風
早
の
三
穂
の
浦
）

丁

〈33〉

1264

解
釈

甲

〈34〉

1268

誤
字
（
人
乎
複
巻
目
八
方
）

甲

〈35〉

1292

地
名
（
江
林
）

丁

〈36〉

1472

地
名
（
記
夷
城
）

〈37〉

1629

訓
（
か
く
か
く
に
）

〈38〉

1700

訓
（
あ
き
か
ぜ
）

丁

〈39〉

38
と
同
訓
（
あ
き
か
ぜ
）

丁

〈40〉

1704

地
名
（
多
武
の
峯
）

丁

〈41〉

1717

地
名
（
三
河
）

丁

〈42〉

1738

地
名
（
末
瑑
名
）

丁

〈43〉

42
と
同
地
名
（
末
瑑
名
）

丁

〈44〉

1740

語
釈
（
水
江
浦
島
子
）

丁

〈45〉

1740

誤
字
（
な
ゆ
な
ゆ
と
）

甲

〈46〉

1746

地
名
（
多
珂
）

丁

〈47〉

1757

地
名
（
淡
海
）

丁
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〈48〉

47
と
同
地
名
（
淡
海
）

丁

〈49〉

地
名
（
絹
川
）

丁

〈50〉

1783

語
釈
（
松
か
え
り
）

訓
（
ま
つ
と
い
は
め
や
も
）

甲

〈51〉

1801

地
名
（
䖏
女
墓
）

丁

〈52〉

1802

地
名
（
し
ぬ
た
）

丁

〈53〉

1817

訓
（
い
ひ
し
か
も
）

〈54〉

1825

地
名
（
横
野
）

丁

〈55〉

1868

誤
字
（
は
な
に
て
も
ふ
る
な
ゆ
め
）

甲

〈56〉

2013

解
釈
（
水
陰
草
）

丁

〈57〉

2104

解
釈

甲

〈58〉

2115

解
釈

甲

〈59〉

2190

地
名
（
吉
名
張
）

丁

〈60〉

59
と
同
地
名
（
吉
名
張
）

丁

〈61〉

2210

地
名
（
明
日
香
河
）
葛
木
山
）

丁

〈62〉

2228

訓
（
お
ゝ
り
を
）

甲

〈63〉

2288

語
釈
（
か
ほ
は
な
）

丁

〈64〉

2440

脱
字
（
伊
）

甲

〈65〉

2446

誤
字
（
今
）

訓
ち
か
の
ま
た
て
も

甲

〈66〉

2504

脱
字
（
草
）　

誤
字
（
沙
）

訓
う
き
く
さ
の
う
き
て
も
わ
れ
は

甲

〈67〉

2511

訓
（
こ
お
ゝ
ろ
ゆ
め
）

甲

〈68〉

2541

地
名
（
往
箕
里
）

甲

〈69〉

2696

地
名
（
師
歯
迫
山
）

〈70〉

2810

誤
字
（
こ
ひ
ま
く
り
よ
き
）

甲

〈71〉

3164

地
名
（
鳴
島
）
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〈72〉

2876

訓
（
こ
の
わ
ろ
の
ひ
と
め
も
り
つ
ゝ
）

甲

〈73〉

2877

訓
（
い
つ
は
と
も
）

甲

〈74〉

3092

誤
字
（
斐
久

）

〈75〉

3195

地
名
（
磐
城
山
こ
ぬ
み
の
濵
）

丁

〈76〉

75
と
同
地
名
（
磐
城
山
こ
ぬ
み
の
濵
）

丁

〈77〉

3193

地
名
（
嶋
熊
山
）

丁

〈78〉

3194

地
名
（
東
方
坂
）

丁

〈79〉

3201

地
名
（
吹
飯
の
濵
）

丁

〈80〉

3229

語
釈
（
雲
聚
の
玉
蔭
）

丁

〈81〉

3270

誤
字
（
し
も
と
た
く
）

甲

〈82〉

3113

語
釈
（
さ
ざ
れ
）

丙

〈83〉

3369

語
釈
（
ま
ま
）

丁

〈84〉

83
と
同
語
釈
（
ま
ま
）

丁

〈85〉

3372

地
名
（
余
呂
伎
の
濵
）

丁

〈86〉

3373

地
名
（
多
麻
河
）

丁

〈87〉

3376

語
釈
（
う
け
ら
が
は
な
）

丁

〈88〉

3378

地
名
（
い
り
ま
ぢ
の
お
ほ
や
か
は
ら
）

丁

〈89〉

3385

語
釈
（
ま
ま
）

丁

〈90〉

89
と
同
語
釈
（
ま
ま
）

丁

〈91〉

3386

語
釈
（
わ
せ
を
に
へ
す
）

丁

〈92〉

3400

地
名
（
中
ま
な
）

丁

〈93〉

3404

地
名
（
あ
そ
の
ま
そ
む
ら
）

丁

〈94〉

3400

地
名
（
ち
く
ま
の
川
）

丁

〈95〉

3406

地
名
（
か
み
つ
け
の
さ
ぬ
の
く
ゝ
た
ち
）
丁
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〈96〉

3412

地
名
（
か
み
つ
け
ぬ
く
ろ
ほ
の
ね
ろ
）

丁

〈97〉

3410

訓
（
た
へ
ず
お
も
へ
ば
）

甲

〈98〉

3436

地
名
（
し
ら
と
ほ
ふ
）

丁

〈99〉

3502

解
釈

丁

〈100〉

3508

地
名
（
芝
付
の
み
う
ら
ざ
き
）

丁

〈101〉

3511

地
名
（
あ
を
ね
ろ
）

〈102〉

3512

解
釈

〈103〉

3550

解
釈

甲

〈104〉

3551

解
釈

丁

〈105〉

3559

誤
字
（
そ
こ
）

丁

〈106〉

3564

地
名
（
こ
す
げ
ろ
の
う
ら
）

丁

〈107〉

3565

地
名
（
う
ら
ぬ
の
山
）

丁

〈108〉

3424

地
名
（
み
か
も
の
や
ま
）

丁

〈109〉

3425

地
名
（
あ
そ
の
か
は
ら
）

丁

〈110〉

3428

地
名
（
あ
た
ゝ
ら
）

丁

〈111〉

3420

地
名
（
さ
ぬ
の
ふ
る
は
し
）

丁

〈112〉

3414

地
名
（
や
さ
か
の
ゐ
で
）

丁

〈113〉

3598

地
名
（
た
ま
の
う
ら
）

乙

〈114〉

3606

地
名
（
玉
も
か
る
）

乙

〈115〉

3615

地
名
（
風
速
浦
）

乙

〈116〉

3638

語
釈
（
う
づ
し
ほ
）

甲

〈117〉

3757

語
釈
（
関
）

乙

〈118〉

3761

語
釈
（
関
）

乙

〈119〉

4205

語
釈
（
さ
さ
げ
も
ち
）

甲
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〈120〉

4266

語
釈
（
ち
と
ま
ほ
き
）

甲

〈121〉

4278

解
釈

甲

〈122〉

4339

語
釈
（
国
め
く
る
）

語
釈
（
あ
と
り
）

甲

〈123〉

4341

誤
注
指
摘

地
名
（
橘
樹
郡
）

甲

〈124〉

4374

地
名
（
碓
氷
峠
）

乙

〈125〉

4374

語
釈
（
分
矢
）

甲

〈126〉

4386

語
釈
（
私
部
）

乙

〈127〉

4417

地
名
（
玉
の
横
山
）

〈128〉

4516

解
釈

補
記本

稿
は
学
習
院
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
再
構
成
し
ま
し
た
。
修
士
論
文
執
筆
の
際
に
は
本
学
教
授
の
佐
佐
木
隆
先
生

ほ
か
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
稿
の
翻
刻
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
資
料
利
用
に
つ
い
て
は
慶
應
義
塾
大

学
斯
道
文
庫
の
み
な
さ
ま
、
同
学
佐
々
木
孝
浩
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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The study of "M
anyoshu Sekkou"

TA
K

ED
A

, Yuki

This article is the study of a new
 m

aterial Tachibana M
oribe's "M

anyoshu Sekkou".

A
nnotation of "M

anyoshu" w
hich w

ritten by M
oribe w

as often unfi nished, so leaving a lot problem
s. 

A
bove all, the study this tim

e "M
anyoshu Sekkou" w

as not ram
pant, and not studied.

So, Iw
as republication that book before this atricle. This tim

e, the contents of the study w
as conducted

R
esearch policy, put the pow

er to grasp the basic part of the context of the confi rm
ation and the surrounding around w

ork.

The study becam
e a basic one, but w

as able to determ
ine the nature of the m

aterial.

（
日
本
語
日
本
文
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程
修
了
）　


